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市
長

（1）
①
高
齢
者
を
総
合
的
に
支
援

す
る
機
関
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
主
な
役
割
は
、
介
護
予
防

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
地
域
総
合
相
談

支
援
、
権
利
擁
護
事
業
、
主
治
医
と

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
支
援

等
で
あ
る
。
現
在
７
箇
所
あ
る
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
民
設
民
営
で

任
意
の
機
関
で
あ
る
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業

と
し
て
成
年
後
見
制
度
や
権
利
擁
護

事
業
の
紹
介
等
を
行
う
予
定
に
し
て

い
る
。
今
後
も
運
営
協
議
会
の
委
員

と
し
て
弁
護
士
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
意
見
や
先
進
事
例
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
。

③
高
齢
者
の
方
々
の
情
報
管
理
を
行

う
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
予
定
で
あ
る
。

今
後
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
含
め
、

当
市
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

（2）
①
公
共
施
設
に
対
し
て
、
可
変
性
、

環
境
へ
の
配
慮
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

も
つ
Ｓ
Ｉ
建
築
を
採
用
す
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
か
ど
う
か
、
将
来
に
向
け

十
分
研
究
す
る
余
地
が
あ
る
。

②
中
心
市
街
地
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
等
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を

十
分
検
討
し
、
交
付
金
活
用
と
補
助

金
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
、
研
究

し
て
効
果
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る

よ
う
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

今
村
議
員

（1）
福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
４
月
１
日
か
ら
開
設
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
従
来
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
関
係
は
。

②
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い
者

な
ど
の
権
利
擁
護
、
悪
質
商
法
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
成
年
後
見
制
度

は
有
効
で
あ
る
。
制
度
普
及
の
た
め

に
も
「
成
年
後
見
制
度
推
進
事
業
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

③
高
齢
者
の
情
報
を
電
子
化
し
素
早

く
適
切
な
高
齢
・
介
護
相
談
を
行
え

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

（2）
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

①
市
が
こ
れ
か
ら
造
る
建
築
物
は
Ｓ

Ｉ
（
ス
ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
）

建
築
（
住
宅
）
と
し
、
長
寿
命
型
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
。
日
本
は
家

屋
･
家
具
な
ど
の
個
人
資
産
か
ら
道

路
・
公
共
施
設
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
社

会
資
本
ま
で
短
寿
命
型
と
い
わ
れ

る
。
世
代
を
超
え
て
残
せ
る
資
産

（
長
寿
命
型
社
会
資
本
）
の
世
代
間

蓄
積
を
図
り
、
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
を

め
ざ
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
る
。

②
国
交
省
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

は
、
都
市
再
生
の
た
め
に
市
が
策
定

す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
支
援
す
る

自
由
度
の
高
い
支
援
制
度
。
こ
れ
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

小
林
議
員

総
務
行
政
に
つ
い
て

大
村
市
は
Ｈ
18
年
度
を
出
発
点
と

す
る
、
右
改
革
大
綱
が
Ｈ
22
年
度
迄

５
ヵ
年
に
わ
た
る
策
定
を
示
し
た
。

そ
の
目
的
は
Ｈ
23
年
度
に
累
積
赤
字
、

想
定
40
億
円
に
よ
る
財
政
再
建
団
体

の
回
避
に
あ
る
。
右
改
革
は
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
実
現
、
他
７
つ

の
支
柱
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
の
ポ

イ
ン
ト
は
新
た
な
人
事
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
あ
る
。
何
故
な
ら
、
市
の
経

営
も
民
間
企
業
と
同
様
、
お
金
、
物
、

情
報
を
人
、
つ
ま
り
、
市
の
職
員
が

動
か
す
こ
と
か
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
良
否
は
市
職
員
の
考
え
方
に
あ
り
、

か
つ
、
本
改
革
が
成
就
で
き
る
か
否

か
に
も
か
か
っ
て
い
る
。
年
功
型
の

否
定
、
競
争
原
理
導
入
「
働
く
者
、

そ
う
で
な
い
者
」
へ
の
給
与
の
差
、

信
賞
必
罰
制
度
。
市
職
員
の
プ
ロ
意

識
の
確
立
、
そ
の
為
に
民
間
企
業
の

血
を
注
ぐ
民
間
か
ら
の
人
材
登
用
。

更
に
専
門
的
な
知
識
、
技
術
の
み
で

な
く
、
幅
広
い
視
野
、
創
造
力
、
コ

ス
ト
意
識
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た

発
想
、
行
動
力
が
要
請
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
民
間
企
業
へ
の
研
修
制
度
の

確
立
と
市
民
の
目
は
鋭
く
光
る
。
今

回
の
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
は
右
課
題

を
解
決
で
き
る
か
。

市
長

人
事
評
価
制
度
の
導
入
と
総
合

的
な
人
材
育
成
を
柱
に
採
用
、
育
成
、

適
正
な
人
員
配
置
を
見
据
え
た
新
た

な
人
事
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
年

功
序
列
的
な
も
の
か
ら
能
力
、
業
績

を
重
視
し
た
方
向
へ
転
換
し
、
競
争

原
理
を
働
か
せ
職
員
を
活
性
化
し
て

い
く
。
そ
れ
に
公
募
制
度
、
Ｆ
Ａ
制

度
等
も
検
討
し
、
相
互
に
連
携
す
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
、
歴

史
観
光
や
Ⅰ
Ｔ
の
分
野
等
に
お
け
る

専
門
的
な
知
識
と
経
験
の
あ
る
民
間

人
の
採
用
や
、
貿
易
商
社
等
様
々
な

分
野
に
市
の
職
員
を
派
遣
し
研
修
を

行
う
と
い
う
取
り
組
み
等
、
具
体
的

な
内
容
、
方
法
に
つ
い
て
実
施
の
方

向
で
検
討
す
る
。

平
成
18
年
度
に
徹
底
的
に
調
査
研

究
し
、
19
年
度
以
降
に
備
え
た
い
。

総
務
部
長

人
事
評
価
制
度
と
は
、各
々

の
職
員
が
立
て
た
目
標
の
達
成
度
、

努
力
度
な
ど
を
課
長
職
、
部
長
職
が

評
価
し
て
ラ
ン
ク
付
け
を
し
、
給
与

に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
職

員
の
意
識
改
革
に
大
い
に
役
立
つ
と

考
え
る
。
人
事
評
価
制
度
と
人
材
育

成
両
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
よ
う

な
方
式
で
運
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

第
４
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
及
び

実
施
計
画
中
　
新
た
な
る
人
事
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
問
う

ス
ト
ッ
ク
レ
ス
型
社
会
か
ら

ス
ト
ッ
ク
型
社
会
へ
　




